
（別紙３）

～ R8年3月31日

（対象者数）
3名

（回答者数）
3名

～ R8年3月31日

（対象者数） 10 （回答者数） 10

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
長期休暇時等に他の曜日児童とも交流が

図れるイベントを実施する

2 目標設定や振り返りシートの導入を検討する

3 施設側からの声がけ、働きかけも一層増やしていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
市の連絡会等で連携を深めていく

共同イベントの実施

2
地域の行事、ボランティア活動への参加

3 保護者へ配布。周知できるよう取り組みを進める

幅広い年齢層の利用により、他年代との関りを持て

他者との交流、人間関係を経験できる

同年代のみで固まることの無いように皆で実施できる

プログラムを提案している

自主性・主体性を伸ばすためのプログラム(遊びでのリー

ダー、おやつ選び等)を実施している

楽しみながら成功体験を積み重ねて自身がつき自分で

考えて行動する力を育めるようサポートしています

保護者との連絡を密に取り不安や心配事を軽減できる

ようにサポートする

保護者よりの連絡を職員間で共有し全スタッフが

保護者対応できるように心がけている

感染対策マニュアル・緊急時対応マニュアル等の

保護者への説明周知ができていない
策定、制作をしているが保護者への周知が不十

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

他事業所との連携が少ない 他事業所との連携不足、情報共有不足

地域との交流不足 自治会、地域との連携不足

8年　2月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年3月31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ぎゃらりー(児童発達支援)

○保護者評価実施期間
8年　2月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


